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オ
ム
ニ
バ
ス
ド
ラ
マ
「
阪
堺
電
車
」 

 

作
：
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
堺
さ
が
し
ハ
ン
タ
ー
の
高
校
生
の
み
な
さ
ん

（
秋
成
奈
央
花
、
飯
野
真
鈴
、
大
嶌
智
貴
、
加
藤
一
真
、
喜
多
陽
向
、 

 

脚
ノ
友
里
、
楠
本
あ
か
り
、
肥
下
友
梨
恵
、
竹
入
綾
郁
、
竹
入
慧
音
、 

出
口
慧
子
、
中
谷
真
志
、
西
浦
航
太
郎
、
西
野
泰
生
、
野
田
梨
花
子
、 

春
木
淳
也
、
宮
崎
優
花
、
幸
野
々
花
） 

ま
と
め
：
今
井
雅
子 

 

Ｍ
＝
モ
ノ
ロ
ー
グ 

Ｔ
＝
テ
ロ
ッ
プ 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
外
観
（
朝
） 

  
 

 
 

朝
日
を
受
け
て
堺
の
町
を
走
る
阪
堺
電
車
。 

 
 

 
 

昭
和
三
年
に
作
ら
れ
た
「
モ
１
６
１
号
形

」。 

 
 

 
 

当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。 

電
車
Ｍ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し
、
昭
和
三
年
生
ま
れ
。

こ
の
堺
の
町
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
か
れ
こ
れ
八
十
年
あ
ま
り
。

す
っ
か
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
今
も
現
役
で
走
っ
て
ま
す
」 

 
 

 
 

電
車
、
寺
地
町
駅
手
前
を
走
っ
て
い
る
。 

 
 ○ 

同
・
車
内 

 

電
車
Ｍ
「
元
気
で
長
生
き
の
秘
訣
い
う
た
ら
、
そ
う
で
す
な
あ
。
毎
日

ぎ
ょ
う
さ
ん
笑
て
る
こ
と
で
す
か
な
あ
。
お
客
さ
ん
見
て
た
ら
、
お
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も
ろ
う
て
、
今
日
も
え
え
も
ん
見
せ
て
も
ろ
た
、
明
日
も
頑
張
ろ
う

て
思
う
ん
で
す
わ
」 

 
 

 
 

揺
ら
れ
て
い
る
乗
客
た
ち
。 

 
 

 
 

お
し
ゃ
べ
り
に
花
咲
か
せ
て
い
る
オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
組
の
里

子
、
和
子
、
市
子
。 

里
子
「
ほ
ん
ま
、
び
っ
く
り
す
る
で
。
ベ
ー
コ
ン
も
ハ
ム
も
食
べ
放

題
」 

和
子
「
パ
ン
も
お
い
し
い
ん
？
」 

里
子
「
焼
き
た
て
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
。
そ
れ
も
食
べ
放
題
」 

市
子
「
う
わ
ー
、
楽
し
み
や
わ
あ
」 

電
車
Ｍ
「
乗
り
放
題
の
切
符
で
食
べ
放
題
を
ハ
シ
ゴ
し
て
る
元
気
な
オ 

バ
チ
ャ
ン
三
人
組
。
常
連
さ
ん
で
す
わ
」 

 
 

 
 

学
生
鞄
と
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
を
持
っ
た
制
服
姿
の
高
校
生
、 

上
田
翔
太
（ 

）。 

 
 

 
 

そ
の
近
く
に
、
幼
稚
園
の
制
服
を
着
た
美
結
（
５
）
と
母
親
。 

電
車
Ｍ
「
最
近
目
が
離
せ
ん
の
は
、
こ
の
二
人
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
朝
練

に
向
か
う
高
校
生
と
、
幼
稚
園
に
向
か
う
女
の
子
。
こ
う
見
え
て
、

ラ
イ
バ
ル
で
ん
ね
ん
」 

 
 

 
 

互
い
を
横
目
で
意
識
し
て
い
る
上
田
と
美
結
。 

電
車
Ｍ
「
何
を
取
り
合
っ
て
る
か
言
う
た
ら
、
こ
れ
」 

 
 

 
 

壁
際
に
あ
る
降
車
ボ
タ
ン
。 

Ｔ 

「
第
１
話 

ボ
タ
ン
争
奪
戦
」 

電
車
Ｍ
「
始
ま
り
は
月
曜
日
や
っ
た
」 

 

○ 

電
車
の
回
想
・
走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

 

16  
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Ｔ
「
月
曜
日
」 

車
掌
「
次
は
花
田
口
、
次
は
花
田
口
で
す
。
お
降
り
の
方
は
」 

 
 

 
 

そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
反
応
し
て
、
降
車
ボ
タ
ン
に
手
を
の
ば 

す
上
田
。 

 
 

 
 

一
瞬
早
く
ベ
ル
が
鳴
る
。 

 
 

 
 

上
田
の
す
ぐ
横
の
ボ
タ
ン
を
美
結
が
押
し
た
。 

 
 

 
 

ベ
ル
が
聞
こ
え
た
方
へ
目
を
や
る
。 

 
 

 
 

上
田
を
得
意
げ
な
顔
で
見
る
美
結
。 

上
田

「（

ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
で

）」 

美
結

「（

鼻
で
笑
っ
て
）
フ
ン
ッ
」 

電
車
Ｍ
「
そ
れ
が
二
人
の
出
会
い
や
」 

 

○ 

電
車
の
回
想
・
走
る
阪
堺
電
車
・
車
内
（
日
替
わ
り
） 

 

Ｔ
「
火
曜
日
」 

 
 

 
 

揺
ら
れ
て
い
る
上
田
。 

 
 

 
 

御
陵
前
駅
で
美
結
と
母
親
が
乗
っ
て
く
る
。 

美
結
「
お
か
あ
さ
ん
、
み
ゆ
今
日
も
ボ
タ
ン
押
し
た
い
！
」 

母
親
「
そ
や
な
あ
。
ま
た
押
せ
た
ら
え
え
な
ぁ
」 

 
 

 
 

美
結
、
ち
ら
っ
と
上
田
を
見
て
、
目
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か 

け
る
。 

上
田

「（

ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
で

）」 

電
車
Ｍ
「
幼
稚
園
児
相
手
に
ム
キ
に
な
っ
た
か
て
し
ゃ
あ
な
い
て
高
校

生
は
思
っ
た
ん
や
け
ど
な
」 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×
 

 
 

 
 

時
間
経
過
。
電
車
が
大
小
路
駅
を
発
車
す
る
。 
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車
掌
「
次
は
花
田
口
、
花
田
口
で
す
」 

 
 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
ス
と
同
時
に
ピ
ン
ポ
ー
ン
！ 

美
結
「
や
っ
た
あ
、
今
日
も
ボ
タ
ン
押
せ
た
ぁ
」 

母
親
「
良
か
っ
た
な
ぁ
」 

 
 

 
 

ほ
の
ぼ
の
し
た
目
で
美
結
を
見
る
上
田
。 

美
結
「
フ
ン
、
あ
き
ら
め
ん
ね
や
」 

上
田
「
は
あ
あ
？
」 

美
結
「
根
性
な
し
や
な
」 

母
親
「
美
結
」 

 
 

 
 

と
た
し
な
め
て
、
上
田
に
、 

母
親
「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
」 

上
田
「
い
え
」 

美
結

「（

上
田
を
に
ら
ん
で
）
明
日
は
負
け
な
や
」 

上
田

「（

に
ら
み
返
し
て

）」 

 
 

 
 

バ
チ
バ
チ
と
視
線
を
交
わ
す
上
田
と
美
結
。 

電
車
Ｍ
「
そ
っ
か
ら
ボ
タ
ン
争
奪
戦
が
始
ま
っ
た
ん
や
」 

 

○ 

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
・
ボ
タ
ン
争
奪
戦 

 

Ｔ
「
水
曜
日
」 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
る
上
田
と
美
結
。 

車
掌
「
次
は
花
田
口
、
花
田
口
で
す
」 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
を
押
す
上
田
と
美
結
。 

 
 

 
 

美
結
の
ボ
タ
ン
が
ベ
ル
を
鳴
ら
す
。 

 
 

 
 

タ
ッ
チ
の
差
。 

 
 

 
 

勝
ち
誇
っ
て
上
田
を
見
る
美
結
。 
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Ｔ
「
木
曜
日
」 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
る
上
田
と
美
結
。 

車
掌
「
次
は
花
田
口
、
花
田
口
で
す
」 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
を
押
す
上
田
と
美
結
。 

 
 

 
 

美
結
の
ボ
タ
ン
が
ベ
ル
を
鳴
ら
す
。 

 
 

 
 

タ
ッ
チ
の
差
。 

 
 

 
 

勝
ち
誇
っ
て
上
田
を
見
る
美
結
。 

電
車
Ｍ
「
今
の
と
こ
ろ
、
女
の
子
が
全
戦
全
勝
」 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内
（
現
在
） 

 

電
車
Ｍ
「
さ
て
、
今
日
は
ど
な
い
な
る
や
ろ
」 

 
 

 
 

寺
地
町
を
出
る
電
車
。 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
、
美
結
を
見
る
上
田
。 

 
 

 
 

美
結
も
ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
、
上
田
を
見
る
。 

電
車
Ｍ
「
お
ー
お
ー
、
ま
だ
三
つ
も
駅
あ
る
で
。
二
人
と
も
気
合
入
っ

て
る
な
あ
」 

 
 

 
 

宿
院
駅
に
停
車
す
る
電
車
。 

 
 

 
 

乗
り
込
ん
で
来
た
制
服
姿
の
春
野
絵
理
。 

 
 

 
 

上
田
と
目
が
合
い
、 

絵
里
「
あ
、
上
田
く
ん
、
お
は
よ
う
」 

上
田
「
う
ぇ
、
え
、
お
早
う
」 

絵
里
「
朝
練
？
」 

上
田
「
う
、
う
ん
。
バ
レ
ー
部
も
？
」 

絵
里
「
う
ん
。
お
互
い
が
ん
ば
ろ
な
」 

上
田
「
う
ん
」 
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電
車
Ｍ
「
こ
ら
、
勝
負
に
集
中
で
け
へ
ん
な
あ
」 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
た
ま
ま
の
上
田
。 

 
 

 
 

そ
ん
な
上
田
を
意
味
あ
り
げ
に
見
る
美
結
。 

上
田

「（

見
ん
な
、
と
目
で
訴
え
る

）」 

美
結

「（

ニ
ヤ
ニ
ヤ

）」 

絵
里
「
上
田
く
ん
、
ど
う
か
し
た
ん
？
」 

上
田
「
ど
、
ど
う
も
せ
え
へ
ん
で
！
」 

 
 

 
 

い
っ
た
ん
ボ
タ
ン
か
ら
手
を
離
す
上
田
。 

 
 

 
 

ち
ら
り
と
美
結
を
見
る
。 

 
 

 
 

ボ
タ
ン
に
手
を
か
け
た
ま
ま
の
美
結
。 

 
 

 
 

勝
負
は
も
ら
っ
た
と
い
う
顔
で
上
田
を
見
る
。 

上
田
「
く
そ
っ
」 

絵
里
「
え
？
」 

上
田
「
う
う
ん
、
な
ん
で
も
な
い
」 

 
 

 
 

電
車
が
大
小
路
駅
を
発
車
す
る
。 

車
掌
「
次
は
花
田
口
、
花
田
口
で
す
」 

 
 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
ス
と
同
時
に
ピ
ン
ポ
ー
ン
！ 

美
結

「（

上
田
を
見
る

）」 

上
田

「（

俺
と
ち
ゃ
う
で
と
首
を
振
る

）」 

美
結

「（

み
ゆ
じ
ゃ
な
い
と
首
を
振
る

）」 

 
 

 
 

鳴
ら
し
た
の
は
、
絵
里
。 

絵
里
「
押
し
と
い
た
で
」 

上
田
「
！
」 

美
結
「
！
」 

車
掌
「
次
、
止
ま
り
ま
す
。
ご
乗
車
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 
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電
車
Ｍ
「
勝
負
は
引
き
分
け
や
」 

 

○ 
実
景
・
沿
線
の
風
景
（
時
間
経
過
） 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

御
陵
前
駅
か
ら
浜
寺
公
園
駅
方
面
へ
向 

か
っ
て
い
る
電
車
。 

 
 

 
 

お
年
寄
り
が
多
い
車
内
。 

 
 

 
 

吊
り
革
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
、
ぼ
さ
ぼ
さ
髪
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
川
谷
太
郎
。 

電
車
Ｍ
「
あ
れ
、
今
日
は
え
ら
い
遅
い
や
な
い
か
。
寝
坊
か
い
な
。
髪

ぼ
さ
ぼ
さ
や
」 

川
谷
「
う
ん
こ
し
て
ね
ぇ
な
…
…
」 

 
 

 
 

と
、
お
な
か
を
さ
す
る
。 

電
車
Ｍ
「
ト
イ
レ
行
く
間
ぁ
も
な
か
っ
た
ん
か
」 

Ｔ
「
第
２
話 

便
意
」 

 
 

 
 

便
意
を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と
周
り
を
見
渡
す
川
谷
。 

 
 

 
 

す
ぐ
隣
に
、
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
す
る
今
風
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
。 

川
谷

「（

イ
ラ
イ
ラ
し
て

）」 

 
 

 
 

お
な
か
に
差
し
込
み
を
感
じ
、
手
を
や
る
川
谷
。
耐
え
て
い 

る
と
、 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
す
い
ま
せ
ぇ
ん
、
こ
こ
ら
へ
ん
で
ぇ
、

な
ん
か
お
も
し
ろ
い
と
こ
な
い
っ
ス
か
ね
ぇ
～
」 

 
 

 
 

話
し
て
い
る
間
も
、
彼
女
を
触
り
ま
く
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル 

の
男
。 
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イ
ラ
イ
ラ
と
便
意
が
募
る
川
谷
。 

川
谷

「（

耐
え
て

）」 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
堺
初
め
て
で
ぇ
、
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
か
、
よ
く
わ

か
ん
な
く
て
ぇ
～
」 

川
谷

「（

耐
え
て

）」 

電
車
Ｍ
「
兄
ち
ゃ
ん
、
聞
く
相
手
間
違
っ
て
る
で
。
こ
の
人
な
、
今
そ

れ
ど
こ
ろ
ち
ゃ
う
し
、
い
か
に
も
デ
ー
ト
に
縁
な
さ
そ
う
や
ろ
」 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
大
仙
古
墳
と
か
」 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
古
墳
？
」 

川
谷
「
教
科
書
に
も
載
っ
て
る
…
…
く
ら
い
…
…
有
名
や
し
」 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
そ
こ
、
気
分
盛
り
上
が
る
？
」 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
形
は
盛
り
上
が
っ
て
る
…
…
う
、
こ
っ
ち
も
盛

り
上
が
っ
て
き
た
…
…
」 

 
 

 
 

と
お
な
か
を
押
さ
え
る
。 

電
車
Ｍ
「
あ
ん
ま
り
し
ゃ
べ
ら
ん
と
き
。
お
な
か
に
響
く
で
」 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
近
く
に
大
仙
公
園
も
あ
る
し
…
…
あ
と
は
市
役

所
の
展
望
ロ
ビ
ー
と
か
、
千
利
休
が
生
ま
れ
た
町
や
か
ら
、
か
ん
袋

の
く
る
み
餅
と
か
…
…
和
菓
子
も
有
名
…
…
う
…
…
終
点
に
あ
る
浜

寺
公
園
も
お
す
す
め
…
…
う
…
…
」 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
く
わ
し
い
っ
す
ね
」 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
ま
か
せ
て
…
…
う
」 

電
車
Ｍ
「
あ
ー
あ
ー
、
モ
テ
へ
ん
く
せ
に
カ
ッ
コ
つ
け
て
」 

カ
ッ
プ
ル
の
男
「
あ
、
よ
さ
そ
う
っ
ス
ね
、
あ
り
が
と
～
」 

 
 

 
 

次
の
電
停
、
東
湊
駅
が
近
づ
い
て
く
る
。 

川
谷
「
も
う
少
し
や
」 
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が
、
電
停
を
通
過
す
る
電
車
。 

川
谷
「
え
、
な
ん
で
？
」 

電
車
Ｍ
「
そ
ら
降
車
ボ
タ
ン
押
さ
な
、
止
ま
ら
ん
で
」 

 
 

 
 

川
谷
、
お
な
か
を
押
さ
え
て
、
脂
汗
。 

川
谷
「
あ
か
ん
、
限
界
や
」 

 
 

 
 

誰
か
が
降
車
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

 
 

 
 

「
次
、
止
ま
り
ま
す
」
の
ラ
ン
プ
が
点
く
。 

電
車
Ｍ
「
頼
む
で
。
し
っ
か
り
持
ち
こ
た
え
て
や
。
こ
こ
で
ド
ヒ
ャ
ー

っ
て
な
る
の
、
堪
忍
や
で
」 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
 
×
 

 
 

 
 

石
津
駅
に
電
車
が
停
車
し
、
ド
ア
が
開
く
。 

 
 

 
 

降
り
よ
う
と
す
る
川
谷
。 

 
 

 
 

オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
組
の
里
子
、
和
子
、 

市
子
が
乗
り
込
ん
で
来
る
。 

和
子
「
あ
の
モ
ー
ニ
ン
グ
は
び
っ
く
り
し
た
わ
」 

里
子
「
あ
れ
で
３
５
０
円
や
で
」 

市
子
「
電
車
代
の
元
取
っ
た
わ
」 

里
子
「
ま
た
行
こ
な
」 

 
 

 
 

ぐ
い
ぐ
い
と
オ
バ
チ
ャ
ン
た
ち
に
押
さ
れ
て
後
ず
さ
る
川
谷
。 

川
谷
「
降
り
ま
す
、
降
り
ま
す
」 

 
 

 
 

と
オ
バ
チ
ャ
ン
ら
を
押
し
の
け
、
降
車
し
よ
う
と
す
る
と
、 

里
子
「
ち
ょ
っ
と
兄
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
触
っ
て
ん
の
！
」 

 

和
子
「
え
ー
っ
！ 

チ
カ
ン 

」 

市
子
「
こ
の
人
チ
カ
ン
で
す
！
」 

 
 

 
 

車
内
の
冷
た
い
視
線
が
川
谷
に
集
ま
る
。 

!?  
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川
谷
「
い
や
い
や
！ 

違
い
ま
す
！
」 

 
 

 
 

あ
わ
て
て
車
内
の
奥
の
方
へ
下
が
る
川
谷
。 

 
 

 
 

無
情
に
も
扉
が
閉
ま
り
、
警
笛
を
鳴
ら
し
て
走
り
出
す
電
車
。 

川
谷

「（

絶
望
し
て

）」 

 
 

 
 

オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
組
を
に
ら
む
川
谷
。 

 
 

 
 

大
き
な
差
し
込
み
が
襲
う
。 

 
 

 
 

お
な
か
を
押
さ
え
、
体
を
折
る
川
谷
。 

 
 

 
 

降
車
ボ
タ
ン
に
手
を
伸
ば
し
、
押
す
。 

 
 

 
 

と
、
川
谷
の
目
の
前
に
座
っ
て
い
た
全
身
黒
ず
く
め
の
中
年

男
が
立
ち
上
が
る
。 

 
 

 
 

オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
を
押
し
の
け
、
運
転
席
へ
大
股
で
向
か
う 

男
。 

 
 

 
 

運
転
席
の
そ
ば
ま
で
来
る
と
、
乗
客
を
振
り
返
り
、 

黒
ず
く
め
の
男
「
こ
の
電
車
を
爆
破
す
る
！
」 

 
 

 
 

と
黒
い
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
捨
て
る
。 

オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
「
キ
ャ
ー
！
」 

 
 

 
 

腹
に
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ら
し
き
も
の
が
巻
き
つ
け
ら
れ
、
手

に
は
起
爆
装
置
ら
し
き
も
の
を
握
っ
て
い
る
。 

里
子
「
あ
れ
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
や
ん
！
」 

和
子
「
こ
の
人
本
気
や
で
！
」 

市
子
「
チ
ン
電
ジ
ャ
ッ
ク
や
！
」 

 
 

 
 

凍
り
つ
く
車
内
。 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
お
い
お
い
」 

 
 

 
 

黒
ず
く
め
の
男
、
運
転
手
に
向
か
い
、 

黒
ず
く
め
の
男
「
爆
破
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
走
り
続
け 
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ろ
！
」 

川
谷

「（

耐
え
つ
つ
）
ふ
ざ
け
ん
な
」 

 
 

 
 

次
の
瞬
間
、
猛
然
と
黒
ず
く
め
の
男
に
突
進
す
る
川
谷
。 

川
谷
「
走
り
続
け
た
ら
手
遅
れ
に
な
る
！
」 

黒
ず
く
め
の
男
「
な
ん
だ
と 

 

爆
破
さ
れ
た
い
の
か 

」 

川
谷
「
も
う
爆
発
し
そ
う
や
！
」 

 
 

 
 

そ
の
と
き
、
電
車
が
激
し
く
揺
れ
、
よ
ろ
め
く
黒
ず
く
め
の 

男
。 

 
 

 
 

隙
を
つ
い
て
起
爆
装
置
を
取
り
上
げ
る
川
谷
。 

 
 

 
 

運
転
手
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
、
黒
ず
く
め
の
男
を
取
り

押
さ
え
る
。 

和
子
「
兄
ち
ゃ
ん
、
よ
う
や
っ
た
！
」 

市
子
「
お
手
柄
や
！
」 

里
子
「
チ
カ
ン
は
許
し
た
る
！
」 

 
 

 
 

大
げ
さ
に
拍
手
す
る
オ
バ
チ
ャ
ン
た
ち
。 

 
 

 
 

川
谷
へ
の
拍
手
が
車
内
に
広
が
る
。 

川
谷

「（

限
界
で

）」 

 

○ 

船
尾
駅 

  
 

 
 

電
車
が
到
着
す
る
。 

 
 

 
 

待
ち
構
え
た
駅
員
に
連
行
さ
れ
る
黒
ず
く
め
の
男
。 

 
 

 
 

電
車
を
降
り
、
ト
イ
レ
に
駆
け
出
す
川
谷
。 

 
 

 
 

川
谷
を
取
り
囲
む
報
道
陣
。 

報
道
陣
１
「
あ
な
た
が
爆
発
を
防
い
だ
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
ね
！
」 

報
道
陣
２
「
ど
う
や
っ
て
止
め
た
ん
で
す
か
！
」 

!?  

!?  
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報
道
陣
３
「
詳
し
い
状
況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」 

川
谷
「
あ
っ
、
あ
あ
～
っ
っ
！
」 

電
車
Ｍ
「
あ
ー
あ
、
こ
っ
ち
が
爆
発
し
て
し
も
た
」 

 

○ 

実
景
・
沿
線
の
風
景 

 

○ 

船
尾
駅
・
停
車
中
の
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

座
席
に
座
っ
て
い
る
オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
組
。 

里
子
「
さ
っ
き
は
び
っ
く
り
し
た
な
ー
」 

和
子
「
び
っ
く
り
し
た
ら
、
お
な
か
す
い
た
わ
」 

市
子
「
お
昼
何
食
べ
る
？
」 

和
子
「
こ
ん
な
ん
あ
る
け
ど
」 

 
 

 
 

と
ク
ー
ポ
ン
を
取
り
出
す
。 

市
子
「
お
寿
司
食
べ
放
題
半
額
！
」 

里
子
「
そ
こ
行
こ
」 

 

み
ず
き
と
そ
の
彼
氏
、
な
な
せ
が
手
を 

つ
な
い
で
乗
っ
て
来
る
。 

み
ず
き
「
な
な
せ
座
り
や
」 

な
な
せ
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 
 

と
里
子
の
隣
に
腰
を
下
ろ
す
。 

な
な
せ
「
か
ば
ん
持
と
っ
か
」 

み
ず
き

「（

か
ば
ん
渡
し
て
）
ん
」 

 

な
な
せ

「（

受
け
取
り
）
ん
」 

Ｔ｢

第
３
話 

幼
な
じ
み｣
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○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

 

な
な
せ
「
そ
う
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
で
一
年
や
な
～
」 

み
ず
き
「
あ
っ
そ
う
や
…
…
な
」 

 

電
車
が
大
き
く
揺
れ
る
。 

 

ぐ
ら
つ
き
、
後
ろ
に
よ
ろ
け
る
、
み
ず
き
。 

男
の
声
「Oops

」 

 

と
声
が
し
て
、
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
男
が
み
ず
き
を
受
け
止 

め
る
。 

み
ず
き
「
え
？
」 

 
 

 
 

と
振
り
返
る
と
、
同
い
年
ぐ
ら
い
の
男
。 

み
ず
き
「
す
み
ま
せ
ん
」 

男
「
い
え
」 

 
 

 
 

見
て
い
た
な
な
せ
が
、 

な
な
せ
「
あ
ん
？ 

な
お
？
」 

み
ず
き
「
え
？
」 

 
 

 
 

と
男
を
見
る
。 

 
 

 
 

男
（
な
お

）、

驚
い
た
顔
に
な
り
、 

な
お
「
え
？
」 

 
 

 
 

と
な
な
せ
と
み
ず
き
を
見
る
。 

な
お
「
な
な
せ
？
」 

な
な
せ
「
久
し
ぶ
り
」 

み
ず
き
「
な
お
な
ん
？ 

ほ
ん
ま
に
な
お
な
ん
！
」 

な
お
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
み
ず
き
？
」 

み
ず
き
「
う
ん
」 
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な
お
「
キ
レ
イ
に
な
っ
て
て
、
わ
か
ら
ん
か
っ
た
」 

 

み
ず
き
と
な
な
せ
の
首
元
に
同
じ
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
見
え
る
。 

な
お

「（

見
て

）」 

み
ず
き
「
な
お
、
い
つ
帰
っ
て
き
た
ん
？
」 

な
お
「
き
の
う
」 

な
な
せ
「
そ
う
な
ん
や
」 

 
 

 
 

そ
ん
な
や
り
と
り
を
興
味
津
々
で
聞
い
て
い
る
オ
バ
チ
ャ
ン 

三
人
。 

里
子
「
何
な
に
？ 

あ
ん
た
ら
何
年
ぶ
り
な
ん
？
」 

み
ず
き
「
え
…
…
中
学
校
上
が
っ
た
と
き
に
、
な
お
が
ロ
ン
ド
ン
行
っ

た
か
ら
…
…
」 

な
な
せ
「
七
年
と
か
？
」 

な
お
「
そ
れ
ぐ
ら
い
」 

和
子
「
幼
な
じ
み
な
ん
？
」 

み
ず
き
「
は
い
」 

な
お
「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
な
あ
。
二
人
一
緒
に
会
え
る
と
思 

わ
ん
か
っ
た
わ
」 

な
な
せ
「
俺
ら
、
た
い
が
い
一
緒
や
し
」 

 

な
な
せ
と
な
お
、
み
ず
き
を
め
ぐ
っ
て 

視
線
の
火
花
を
散
ら
す
。 

里
子
「
あ
ん
た
ら
、
小
さ
い
頃
、
カ
ノ
ジ
ョ
取
り
合
っ
て
た
ん
や 

ろ
？
」 

 
 

 
 

と
み
ず
き
を
指
す
。 

市
子
「
今
も
ち
ゃ
う
ん
？
」 

和
子
「
三
角
関
係
ち
ゅ
う
や
つ
な
」 
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な
お
「
…
…
」 

な
な
せ
「
…
…
」 

み
ず
き
「
…
…
」 

里
子
「
あ
ん
た
、
ど
っ
ち
取
る
ん
？
」 

み
ず
き
「
え
…
…
」 

里
子
「
私
は
、
こ
っ
ち
が
好
み
や
わ
」 

 
 

 
 

と
、
な
な
せ
を
指
す
。 

市
子
「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
お
似
合
い
ち
ゃ
う
？
」 

 
 

 
 

と
、
な
お
を
指
す
。 

和
子
「
う
ち
も
そ
う
思
う
」 

な
な
せ
「
関
係
な
い
や
な
い
で
す
か
」 

里
子
「
関
係
は
な
い
け
ど
、
興
味
は
あ
る
」 

 
 

 
 

興
味
津
々
の
目
の
オ
バ
チ
ャ
ン
た
ち
。 

み
ず
き
「
あ
、
ハ
マ
コ
ー
や
！
」 

 
 

 
 

と
窓
の
外
を
指
差
す
。 

 
 

 
 

見
る
、
な
な
せ
、
な
お
、
オ
バ
チ
ャ
ン
た
ち
。 

 
 

 
 

浜
寺
公
園
が
見
え
る
。 

市
子
「
ハ
マ
コ
ー
？ 

あ
あ
、
浜
寺
公
園
な
」 

和
子
「
若
い
子
は
な
ん
で
も
短
す
る
か
ら
」 

み
ず
き
「
な
つ
か
し
い
な
あ
。
よ
う
三
人
で
遊
ん
だ
や
ん
」 

 
 

 
 

う
な
ず
く
、
な
な
せ
と
な
お
。 

み
ず
き
「
行
っ
て
み
る
？
」 

 

電
車
が
浜
寺
公
園
駅
に
停
車
し
、
扉
が
開
く
。 

 

終
点
な
の
で
乗
客
は
全
員
降
り
る
。 

 

み
ず
き
の
後
か
ら
降
り
る
、
な
な
せ
と
な
お
。 
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な
な
せ
「
み
ず
き
は
ゆ
ず
ら
へ
ん
か
ら
」 

な
お
「
俺
も
負
け
へ
ん
か
ら
な
」 

 
 

 
 

バ
シ
バ
シ
と
視
線
の
火
花
が
散
る
。 

 

そ
の
後
ろ
か
ら
、
オ
バ
チ
ャ
ン
三
人
が
、 

里
子
「
面
白
そ
う
や
な
」 

和
子
「
青
春
や
わ
」 

市
子
「
つ
い
て
行
こ
」 

 

と
続
い
て
降
り
、
つ
い
て
行
く
。 

電
車
Ｍ
「
気
に
な
る
な
あ
。
け
ど
、
さ
す
が
に
つ
い
て
行
く
わ
け
に
行

か
へ
ん
わ
な
」 

 

○ 

実
景
・
沿
線
の
風
景 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

大
小
路
駅
か
ら
花
田
口
駅
へ
向
か
っ
て
い
る
電
車
。 

 
 

 
 

運
転
席
近
く
に
座
っ
て
い
る
耳
原
与
四
郎
と
三
国
晶
子
。 

晶
子
「
今
日
の
デ
ー
ト
楽
し
か
っ
た
な
あ
」 

与
四
郎
「
う
ん
」 

 
 

 
 

与
四
郎
、
鞄
か
ら
小
さ
な
箱
を
取
り
出
す
。 

電
車
Ｍ
「
お
、
そ
の
箱
は
何
や
？
」 

 
 

 
 

白
い
リ
ボ
ン
を
か
け
た
青
い
小
さ
な
箱
。 

 
 

 
 

前
を
向
い
て
い
る
晶
子
は
気
づ
い
て
い
な
い
。 

電
車
Ｍ
「
大
き
さ
か
ら
し
た
ら
、
指
輪
か
い
な
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る
気 

ぃ
か
」 

晶
子
「
今
度
は
ど
こ
に
行
く
？
」 
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与
四
郎
「
う
、
う
ん
。
あ
の
さ
…
…
」 

晶
子
「
そ
う
そ
う
、
う
ち
の
お
母
さ
ん
が
包
丁
の
調
子
悪
い
っ
て
言
っ

て
る
ね
ん
。
与
四
郎
に
お
願
い
し
て
も
え
え
か
な
」 

与
四
郎
「
え
え
よ
」 

 
 

 
 

手
の
中
の
箱
に
目
を
や
り
、
も
じ
も
じ
し
て
い
る
与
四
郎
。 

電
車
Ｍ
「
ほ
ら
、
は
よ
切
り
出
さ
ん
と
、
彼
女
、
降
り
て
ま
う
で
」 

与
四
郎
「
晶
子
、
あ
ん
な
…
…
」 

晶
子
「
そ
う
や
、
今
度
は
観
覧
車
乗
り
に
行
こ
」 

与
四
郎
「
そ
う
や
な
。
そ
れ
で
な
…
…
」 

車
掌
「
花
田
口
、
花
田
口
」 

 
 

 
 

電
車
が
花
田
口
駅
に
停
車
し
、
扉
が
開
く
。 

晶
子
「
あ
、
も
う
着
い
た
」 

与
四
郎
「
…
…
」 

晶
子
「
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
。
ば
い
ば
い
」 

 
 

 
 

と
手
を
振
り
、
降
り
る
。 

 
 

 
 

小
さ
く
な
る
晶
子
を
見
つ
め
る
与
四
郎
。 

 
 

 
 

持
っ
て
い
た
箱
に
目
を
移
し
、
た
め
息
。 

電
車
Ｍ
「
あ
ー
あ
、
行
っ
て
し
も
た
」 

 
 

 
 

少
し
離
れ
て
、
一
人
で
椅
子
に
座
り
、
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
に

携
帯
を
い
じ
っ
て
い
る
山
口
建
也
（ 

）。 

電
車
Ｍ
「
こ
っ
ち
に
も
浮
か
な
い
顔
し
た
男
が
一
人
」 

山
口

「（

ブ
ツ
ブ
ツ
）
あ
い
つ
、
今
日
は
暇
や
か
ら
一
日
中
遊
べ
る
て

言
う
て
た
の
に
な
ぁ
」 

男
の
声
「
つ
か
み
が
欲
し
い
ん
だ
よ
な
。
堺
っ
て
、
他
に
な
ん
か
な
い 

の
？
」 

17  
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顔
を
上
げ
る
山
口
。
花
田
口
駅
で
乗
り
込
ん
で
き
た
ロ
ケ
隊

リ
ー
ダ
ー
と
カ
メ
ラ
を
担
い
だ
カ
メ
ラ
マ
ン
。 

 
 

 
 

リ
ー
ダ
ー
と
目
が
合
う
山
口
。 

Ｔ
「
第
４
話 
ま
さ
か
の
ロ
ケ
電
」 

リ
ー
ダ
ー
「
ね
え
、
君
。
堺
の
人
？
」 

山
口
「
あ
、
は
い
」 

リ
ー
ダ
ー
「
今
さ
、
堺
め
ぐ
り
の
番
組
の
ロ
ケ
し
て
る
ん
だ
け
ど
。 

（
カ
メ
ラ
マ
ン
に
）
あ
、
一
応
回
し
と
い
て
。
（
山
口
に
）
い
い
よ

ね
？
」 

山
口
「
あ
、
は
い
」 

 
 

 
 

カ
メ
ラ
マ
ン
が
山
口
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。 

リ
ー
ダ
ー
「
堺
っ
て
い
え
ば
、
何
？
」 

山
口
「
何
っ
て
？
」 

リ
ー
ダ
ー
「
こ
れ
っ
て
の
、
な
い
の
？
」 

山
口
「
あ
あ
、
千
利
休
…
…
と
か
で
す
か
ね
」 

リ
ー
ダ
ー
「
あ
ー
、
そ
う
だ
よ
ね
！ 

堺
と
い
え
ば
千
利
休
。
そ
し
て

お
茶
だ
よ
ね
？
」 

山
口
「
そ
う
で
す
ね
」 

リ
ー
ダ
ー
「
さ
っ
き
ね
、
茶
道
体
験
っ
て
の
、
行
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、

お
茶
菓
子
が
す
っ
げ
ー
う
ま
か
っ
た
な
あ
」 

山
口
「
…
…
僕
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
お
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
ん 

で
」 

リ
ー
ダ
ー
「
そ
う
な
ん
だ
。
あ
、
お
茶
菓
子
で
思
い
出
し
た
ん
だ
け
ど
、

『
か
ん
袋
』
っ
て
有
名
で
し
ょ
？
そ
こ
の
『
く
る
み
餅
』
も
食
べ
て

き
た
ん
だ
け
ど
、
あ
れ
、
す
ご
く
お
い
し
い
ね
」 
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山
口
「
へ
ぇ
ー
」 

リ
ー
ダ
ー
「
そ
れ
で
さ
、
初
め
て
知
っ
た
ん
だ
け
ど
、
く
る
み
餅
っ
て

ク
ル
ミ
の
実
と
か
が
入
っ
て
な
い
ん
だ
っ
て
ね
？
」 

山
口
「
え
！ 
そ
う
な
ん
で
す
か 

」 

リ
ー
ダ
ー
「
え 
」 

山
口
「
え 

」 

リ
ー
ダ
ー
「
あ
、
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
？ 

お
い
し
い
か
ら
さ
、
今
度

食
べ
て
み
な
よ
」 

山
口
「
そ
、
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
」 

リ
ー
ダ
ー
「
あ
れ
、
な
ん
か
、
こ
っ
ち
が
取
材
し
て
る
は
ず
が
、
教
え

ち
ゃ
っ
て
る
？
」 

山
口
「
あ
、
な
ん
か
、
逆
っ
す
ね
」 

リ
ー
ダ
ー
「
ま
ー
そ
ん
な
も
ん
だ
よ
。
あ
ち
こ
ち
ロ
ケ 

行
く
け
ど
さ
、

自
分
の
町
の
こ
と
っ
て
意
外
と
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
よ
ね
」 

山
口
「
す
み
ま
せ
ん
。
役
に
立
た
な
く
て
」 

リ
ー
ダ
ー
「
君
、
彼
女
い
る
？
」 

山
口
「
え
、
い
ま
せ
ん
け
ど
」 

リ
ー
ダ
ー
「
じ
ゃ
あ
さ
、
も
し
彼
女
が
で
き
た
ら
ど
こ
行
く
？
」 

山
口
「
堺
で
、
で
す
よ
ね
え
」 

リ
ー
ダ
ー
「
も
う
一
か
所
ぐ
ら
い
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
っ
か
絵
に

な
る
場
所
な
い
か
な
？
」 

山
口
「
う
ー
ん
…
…
浜
寺
公
園
と
か
、
ど
う
で
す
か
。
松
林
も
き
れ
い

だ
し
。
あ
と
、
夜
に
な
っ
た
ら
臨
海
工
業
地
帯
の
工
場
の
明
か
り
が

き
れ
い
で
す
よ
」 

リ
ー
ダ
ー
「
工
場
の
明
か
り
ね
え
。
そ
れ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

!?  

!?  

 

!?  
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う
な
ず
く
カ
メ
ラ
マ
ン
。 

山
口
「
逆
方
向
の
終
点
で
す
」 

リ
ー
ダ
ー
「
あ
り
が
と
。
そ
こ
行
っ
て
み
る
」 

 
 

 
 

カ
メ
ラ
を
止
め
る
カ
メ
ラ
マ
ン
。 

山
口
「
あ
の
、
も
し
か
し
て
こ
れ
っ
て
テ
レ
ビ
に
出
れ
る
っ
て
こ
と
で

す
か
？
」 

リ
ー
ダ
ー
「
ん
ー
、
流
れ
る
か
ど
う
か
は
微
妙
だ
け
ど
ね
ー
」 

山
口
「
そ
う
な
ん
で
す
か
」 

リ
ー
ダ
ー
「
三
十
分
の
番
組
で
も
さ
、
何
時
間
も
回
す
か
ら
」 

山
口
「
そ
う
で
す
よ
ね
」 

リ
ー
ダ
ー
「
あ
、
で
も
、
編
集
の
と
き
、
で
き
る
だ
け
拾
う
よ
う
に
し

て
み
る
よ
」 

 
 

 
 

リ
ー
ダ
ー
、
番
組
名
の
入
っ
た
名
刺
を
差
し
出
し
、 

リ
ー
ダ
ー
「
再
来
週
の
金
曜
の
深
夜
。
見
て
み
て
」 

山
口
「
は
い
っ
」 

 
 

 
 

電
車
が
妙
国
寺
前
で
停
ま
る
。 

リ
ー
ダ
ー
「
じ
ゃ
」 

 
 

 
 

と
扉
へ
向
か
う
リ
ー
ダ
ー
と
カ
メ
ラ
マ
ン
。 

山
口
「
や
っ
た
！
」 

 
 

 
 

と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
す
る
。 

電
車
Ｍ
「
お
、
ち
ょ
っ
と
明
る
い
顔
に
な
っ
た
な
。
そ
ん
で
こ
っ
ち
は

相
変
わ
ら
ず
か
」 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

浮
か
な
い
顔
で
電
車
を
降
り
る
与
四
郎
。 

 
 

 
 

降
り
際
、
運
転
席
近
く
の
ゴ
ミ
箱
に
青
い
箱
を
捨
て
る
。 

電
車
Ｍ
「
え
え
っ
！
」 
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○ 
実
景
・
沿
線
の
風
景
（
夜
） 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

揺
ら
れ
て
い
る
仕
事
帰
り
の
白
鷺
芽
依
（ 

）。 

芽
依
「
向
い
て
な
い
の
か
な
あ
…
…
」 

 
 

 
 

他
に
乗
客
は
い
な
い
。 

 
 

 
 

う
と
う
と
と
な
り
、
目
を
閉
じ
る
芽
依
。 

 
 

 
 

揺
れ
で
目
が
覚
め
る
芽
依
。 

 
 

 
 

こ
こ
は
ど
こ
か
と
見
回
す
。 

 
 

 
 

シ
ャ
、
シ
ャ
と
い
う
音
が
聞
こ
え
、
目
を
や
る
と
、
車
内
中

央
に
正
座
し
、
利
休
が
お
茶
を
点
て
て
い
る
。 

芽
依

「（

目
を
こ
す
り
）
え
っ
」 

電
車
Ｍ
「
あ
れ
ま
、
ま
さ
か
の
あ
の
お
方
！
」 

Ｔ
「
第
５
話 

利
休
の
相
談
室
」 

 
 

 
 

芽
依
に
気
付
い
て
い
な
い
利
休
。 

 
 

 
 

利
休
を
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
る
芽
依
。 

芽
依
「
今
日
っ
て
、
ま
つ
り
だ
っ
け
？
」 

 
 

 
 

利
休
、
芽
依
の
視
線
に
気
付
い
て
、 

利
休
「
あ
ん
た
何
見
て
ん
の
よ
？
」 

芽
依
「
す
、
す
い
ま
せ
ん
」 

利
休
「
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る
な
ん
て
失
礼
よ
」 

芽
依
「
…
…
」 

 
 

 
 

黙
り
込
む
二
人
。 

 
 

 
 

利
休
の
お
茶
を
点
て
る
音
だ
け
が
車
内
に
聞
こ
え
る
。 

22 
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利
休
「
女
が
車
内
で
寝
る
な
ん
て
不
用
心
よ
。
何
か
疲
れ
る
こ
と
で
も

あ
ん
の
？
」 

芽
依
「
い
、
い
え
。
別
に
」 

利
休
「
話
し
た
ら
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
る
わ
よ
」 

芽
依
「
…
…
」 

利
休
「
あ
た
し
は
利
休
。
あ
ん
た
は
？
」 

芽
依
「
…
…
利
休
っ
て
…
…
あ
の
千
利
休
で
す
か
？
」 

利
休
「
そ
う
よ
。
文
句
あ
る
？
」 

芽
依
「
そ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
」 

利
休
「
そ
れ
よ
り
、
さ
っ
さ
っ
と
名
前
、
言
い
な
さ
い
よ
」 

芽
依
「
う
ち
は
白
鷺
芽
依
で
す
」 

利
休
「
い
い
名
前
ね
」 

芽
依
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

利
休
「
ど
う
？ 

話
す
気
に
な
っ
た
？
」 

芽
依
「
あ
の
、
実
は
、
う
ち
…
…
会
社
や
め
よ
う
か
と
思
っ
て
…
…
。

ほ
ん
ま
は
、
図
案
書
く
部
署
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
販
売

に
回
さ
れ
て
…
…
」 

 
 

 
 

お
茶
を
点
て
な
が
ら
、
聞
い
て
い
る
利
休
。 

芽
依
「
人
見
知
り
で
、
な
か
な
か
成
績
伸
び
な
く
て
、
い
つ
も
上
司
に

怒
ら
れ
て
る
ん
で
す
」 

利
休
「
そ
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
」 

芽
依
「
不
思
議
で
す
ね
…
…
。
う
ち
、
昔
か
ら
す
ご
い
人
見
知
り
や
の

に
、
利
休
さ
ん
と
や
っ
た
ら
、
普
通
に
し
ゃ
べ
れ
る
」 

利
休
「
私
も
あ
ん
た
と
は
初
め
て
会
っ
た
気
が
し
な
い
わ
」 

芽
依
「
私
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
？ 

こ
ん
な
不
景
気
じ
ゃ
、
や
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り
直
す
チ
ャ
ン
ス
な
い
か
も
し
れ
な
し
、
で
も
、
図
案
書
く
夢
は
諦

め
ら
れ
な
い
し
」 

 
 

 
 

お
茶
を
点
て
て
い
た
手
を
止
め
る
利
休
。 

利
休
「
あ
ん
た
甘
い
わ
よ
」 

芽
依
「
え
…
…
」 

利
休
「
そ
れ
、
本
当
に
し
た
い
事
な
の
？
」 

芽
依
「
し
た
い
に
決
ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か 

」 

利
休
「
な
ら
努
力
し
な
さ
い
よ
」 

芽
依
「
し
て
ま
す
！
」 

利
休
「
で
き
る
こ
と
全
部
や
っ
た
？ 
会
社
の
上
司
に
か
け
あ
っ
た
り

し
た
？
」 

芽
依
「
そ
れ
は
…
…
」 

利
休
「
ほ
ら
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
も
し
て
な
い
の
に
、
ぐ
ち
ぐ
ち
言
う

ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
」 

芽
依
「
…
…
ご
め
ん
な
さ
い
」 

利
休
「
ど
う
ぞ
」 

 
 

 
 

と
、
芽
依
に
お
茶
を
出
す
。 

 
 

 
 

芽
依
、
ひ
と
口
飲
ん
で
、 

芽
依
「
苦
っ 

」 

 
 

 
 

利
休
、
芽
依
を
に
ら
む
。 

 
 

 
 

芽
依
、
も
う
ひ
と
口
飲
む
。 

利
休
「
い
ろ
い
ろ
言
っ
た
け
ど
ね
、
あ
ん
た
の
し
た
い
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
よ
。
あ
ん
た
の
人
生
な
ん
だ
か
ら
」 

 
 

 
 

茶
道
具
を
風
呂
敷
に
包
み
、
背
負
う
利
休
。 

 
 

 
 

芽
依
の
そ
ば
の
窓
枠
に
手
足
を
か
け
る
と
、 

!?  

‼  
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利
休
「
が
ん
ば
り
な
さ
い
よ
」 

 
 

 
 

と
窓
か
ら
飛
び
降
り
る
。 

芽
依
「
！ 

利
休
さ
ぁ
ー
ん 

」 

 
 

 
 

と
窓
の
外
を
見
る
。 

 
 

 
 

闇
に
消
え
て
い
る
利
休
。 

芽
依
「
…
…
」 

 

○ 

夜
の
町
を
走
る
阪
堺
電
車 

 

○ 

走
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

眠
っ
て
い
る
芽
依
。 

車
掌
「
次
は
～
、
浜
寺
～
、
浜
寺
公
園
」 

 
 

 
 

そ
の
声
に
目
を
覚
ま
す
芽
依
。 

芽
依
「
利
休
さ
ん 

」 

 
 

 
 

と
見
回
す
と
、
車
内
に
は
芽
依
し
か
い
な
い
。 

芽
依
「
っ
て
夢
？ 

そ
っ
か
…
…
寒
っ 

」 

 
 

 
 

と
吹
き
込
ん
で
来
た
風
に
身
を
震
わ
せ
、 

芽
依
「
風
？
」 

 
 

 
 

と
振
り
返
る
と
、
利
休
が
飛
び
降
り
た
窓
が
開
い
て
い
る
。 

芽
依

「（

見
て
）
…
…
」 

 
 

 
 

窓
の
外
に
向
か
っ
て
、 

芽
依
「
利
休
さ
ん
、
私
が
ん
ば
る
ね 

」 

 
 

 
 

き
り
っ
と
し
た
顔
に
な
る
芽
依
。 

 
 

 
 

そ
の
髪
を
窓
か
ら
の
風
が
揺
ら
す
。 

 

‼  

!?  

!?  

‼  
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○ 

浜
寺
公
園
駅
・
停
車
し
て
い
る
阪
堺
電
車
・
車
内 

  
 

 
 

意
気
揚
々
と
電
車
を
降
り
る
芽
依
。 

 
 

 
 

電
車
は
「
回
送
」
の
表
示
に
な
る
。 

 
 

 
 

駆
け
込
ん
で
く
る
与
四
郎
。 

電
車
Ｍ
「
ほ
ら
ほ
ら
、
戻
っ
て
き
た
で
」 

Ｔ
「
第
６
話 

鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」 

 
 

 
 

運
転
席
近
く
の
ゴ
ミ
箱
の
中
を
見
る
与
四
郎
。 

与
四
郎
「
あ
れ
、
な
い
…
…
」 

 
 

 
 

ゴ
ミ
箱
は
空
っ
ぽ
。 

 
 

 
 

運
転
手
が
運
転
席
か
ら
出
て
き
て
、 

運
転
手
「
お
客
さ
ん
、
こ
れ
、
回
送
や
で
」 

 
 

 
 

ゴ
ミ
箱
の
近
く
を
探
す
与
四
郎
。 

与
四
郎
「
お
か
し
い
な
、
こ
の
電
車
で
間
違
い
な
い
や
ん
な
」 

運
転
手
「
ど
な
い
し
た
ん
？
」 

与
四
郎
「
い
や
、
こ
こ
に
ち
ょ
っ
と
…
…
」 

 
 

 
 

と
ゴ
ミ
箱
を
指
す
。 

運
転
手
「
ゴ
ミ
は
も
う
捨
て
た
け
ど
」 

与
四
郎
「
そ
ん
な
…
…
」 

運
転
手
「
こ
れ
は
あ
る
け
ど
な
」 

 
 

 
 

と
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
す
。 

 
 

 
 

白
い
リ
ボ
ン
を
か
け
た
青
い
小
さ
な
箱
。 

与
四
郎
「
あ
！
」 

運
転
手
「
こ
れ
は
ゴ
ミ
ち
ゃ
う
や
ろ
」 

 
 

 
 

と
与
四
郎
の
手
に
箱
を
握
ら
せ
る
。 
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与
四
郎
「
な
ん
で
、
こ
れ
が
僕
の
ん
や
っ
て
…
…
」 

運
転
手
「
そ
っ
か
ら
見
え
と
っ
た
ん
や
」 

 
 

 
 

と
運
転
席
の
鏡
を
指
差
す
。 

与
四
郎
「
え
…
…
」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 
 

イ
ン
サ
ー
ト
・
運
転
手
の
回
想
。 

 
 

 
 

鏡
に
映
っ
て
い
る
座
席
。 

 
 

 
 

箱
を
晶
子
に
渡
せ
な
い
与
四
郎
。 

 
 

 
 

晶
子
を
見
送
る
与
四
郎
。 

 
 

 
 

箱
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
与
四
郎
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

運
転
手
「
こ
ん
な
大
事
な
も
ん
、
捨
て
る
ア
ホ
が
お
る
か
」 

与
四
郎
「
お
お
き
に
、
取
っ
と
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
」 

運
転
手
「
あ
ん
た
、
も
し
か
し
て
曽
呂
利
さ
ん
と
こ
で
働
い
て
い
る
職

人
の
子
ち
ゃ
う
ん
か
？
」 

与
四
郎
「
は
い
」 

運
転
手
「
包
丁
職
人
や
っ
た
ら
わ
か
る
や
ろ
？ 

鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
！ 

も
た
も
た
し
て
た
ら
あ
か
ん
。
は
よ
行

け
！
」 

与
四
郎
「
は
っ
は
い
」 

 
 

 
 

急
い
で
電
車
か
ら
急
い
る
与
四
郎
。 

電
車
Ｍ
「
そ
う
や
。
電
車
が
つ
な
ぐ
ん
は
、
駅
と
駅
だ
け
や
な
い
、
人

と
人
、
男
と
女
も
つ
な
ぎ
ま
っ
せ
」 
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○ 

車
庫 

  
 

 
 

電
車
が
入
っ
て
い
く
。 

電
車
Ｍ
「
あ
ー
、
今
日
も
お
も
ろ
か
っ
た
。
電
車
は
走
る
人
生
劇
場
や

な
。
爆
破
男
に
も
た
ま
げ
た
け
ど
、
利
休
さ
ん
が
乗
っ
て
来
は
る
と

は
、
驚
い
た
わ
。
長
生
き
は
、
し
て
み
る
も
ん
や
」 

 


